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Special Feature
ビルボードと日本人アーティスト
　日本のプロ野球からメジャー ・ リーグに移籍して活躍するプロ野球選手。 J リーグからセリエ A やプレミアリーグ、 ブン

デスリーガ等に移籍して活躍するプロサッカー選手も数多く、 テニス界での錦織圭選手の活躍等、 スポーツ界でも多くの

日本人が海外で活躍している昨今。 エンタテイメントの世界でも、 2003年 『第 76回アカデミー賞』 で 「助演男優賞」

を受賞した俳優の渡辺健。 今年 5月に日本人初の 『フローバート賞』 を受賞したタップダンサーの熊谷和徳。 参加した

アルバムが、 2011年 『第 53回グラミー賞』　の 「Best Contemporary Jazz Album」 を受賞したジャズ ・ ピアニストの

上原ひろみ等、 多くの日本人アーティストたちが世界を舞台に活躍している。

　

　音楽の世界では、テレビにおける 『エミー賞』、舞台における 『トニー賞』、映画における 『アカデミー賞』 と並んで、『グ

ラミー賞』 が世界で最も権威ある音楽賞のひとつとして広く認識されているが、より具合的に数字で表れるものとして 『ビ

ルボード』 というチャートが存在し、 そのチャートは歴史も長く世界中のポピュラー音楽産業に大きな影響を与えている。

　

　今号の巻頭特集では、 これまでその 『ビルボード』 のアルバムチャートにランクインした日本人アーティストの紹介を

中心に、 ビルボードと日本人アーティストの歴史に迫ってみた。

★『Billboard 200』 ＆ 『Billboard Hot 100』
　『Billboard 200』 とは、 アメリカで最も権威があるアルバムチャートとして知られる米国の週刊音楽業界誌 『Billboard』 のチャートで、 1945年か
ら発表するようになり、 1984年に 『Top 200 Albums』、 1991年に 『Top Pop Albums』、 1991年に 『The Billboard 200 Top Albums』 となり、
現在の 『Billboard 200』 という名称になったのは 1992年 3月 14日から。

　『Billboard 200』 の順位は、 1991年から 「ニールセン ・ サウンドスキャン」 の売り上げデータを基に決めており、 全てのジャンルを含む全米ア
ルバムチャートとして広く認知され、 全米アルバムチャートといえば 『Billboard 200』 のことを指している。

　また、 その時々で変動があるが、 『Billboard』 チャートにはジャンル別にたくさんのチャートがあり、 アメリカで最も権威のあるシングルチャートと
して 『Billboard Hot 100』 も有名で、 アルバムチャートの 『Billboard 200』 と共に、 その名称の通り 『Billboard Hot 100』 は 100位までランキ
ングされ、 100位に入らなければ圏外、 『Billboard 200』 は 200位までランキングされ、 200位に入らなければ圏外という扱いとなっている。

★惜しくも『Billboard 200』圏外だった日本人アーティストとアルバム（＊年度順）

　　　（1979） ピンク ・レディー　『Kiss In The Dark』
　　　（1990） 松田聖子　『Seiko』
　　　（1998） Cubic U （宇多田ヒカル） 『Precious』
　　　（2002） パフィー　『An Illustrated History』
　　　（2010） 赤西仁　『Olympos』
　　　（2011） ピンク ・マルティーニ & 由紀さおり　『1969』
　　　（2012） 赤西仁　『Japonicana』

★『Billboard Hot 100』にランクインした日本人アーティストとシングル（＊高位順）

　　　   1位 （1963） 坂本九　「Sukiyaki」 
　　　 37位 （1979） ピンク ・レディー　「Kiss In The Dark」
　　　 54位 （1990） 松田聖子＆ドニー ・ウォルバーグ　「Right Combination」
　　　 58位 （1963） 坂本九　「China Nights」
　　　 58位 （1981） オノ ・ ヨーコ　「Walking On Thin Ice」
　　　 60位 （1980） YMO　「Computer Game」
　　　 81位 （1981） YUTAKA （横倉裕）　「Love Light」

★惜しくも『Billboard Hot 100』圏外だった日本人アーティストとシングル（＊年度順）

　　　（2000） ニッキー ・モンロー （小林幸恵） 「Sukiyaki」
　　　（2001） 倖田來未　「Take Back」
　　　（2001） 倖田來未　「Trust Your Love」
　　　（2004） Utada （宇多田ヒカル）　「Easy Breezy」
　　　（2009） Utada （宇多田ヒカル）　「Come Back To Me」
　　　（2011） 赤西仁　「Test Drive」
　　　（2012） 赤西仁　「Sun Burns Down」
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★『Billboard 200』にランクインした日本人アーティストとアルバム （＊高位順）

14

（1963）

Sukiyaki And Other Japanese Hits 
Kyu Sakamoto

1963年発売
Capitol 【現在廃盤】

“ 九ちゃん ” の愛称で親しまれた坂本九のアルバム。 『Billboard 
Hot 100』 で 3週連続 1位を獲得したシングル 「Sukiyaki」 の大ヒッ
トを受けてリリースされ、 最高 14位を記録。 現在も日本人アーティ
ストとして歴代最高位を保持。 坂本九は 1985年 8月 12日、 航空
機事故により惜しまれながらこの世を去った。 43歳の若さだった。

最高位 （年） タイトル／アーティスト

49

（1975）

Mussorgsky: Pictures At An Exhibition 
Isao Tomita

1975年発売
ソニー ・ ミュージック ： BVCC-37506

“ シンセサイザーの神様 ” と称される作曲家 ・ 編曲家、 冨田勲の
アルバム。 邦題は 『展覧会の絵』。 原曲はモデスト ・ ムソルグス
キー作曲のピアノ組曲 『展覧会の絵』。 1975年 8月 16日付けの
『Billboard Classical Chart』 では 1位を獲得し、 アルバムチャート
では最高 49位を記録。 冨田勲は 82歳を迎えた現在も活躍中。

49

（1981）

Season Of Glass 
Yoko Ono

1981年発売
Rykodisc 【現在廃盤】

1980年 12月 8日に夫ジョン ・ レノンが凶弾に倒れた 6か月後に
リリースされたオノ・ヨーコのアルバムで、最高 49位を記録。ジャケッ
トに写るセントラル ・ パークを望む窓辺に置かれた血まみれの眼鏡
は亡くなった当日ジョンが掛けていたもの。 オノ ・ヨーコは現在もジョ
ンと暮らしていた NY のダコタ ・ ハウスを拠点に精力的に活動中。

57

（1974）

Snowflakes Are Dancing 
Isao Tomita

1974年発売
ソニー ・ ミュージック ： BVCC-37505

冨田勲のシンセサイザー音楽でのデビュー・アルバム。 邦題は 『月
の光』。 モーグ III を駆使して自宅スタジオで制作した作品で、 日本
では契約先が見つからず、 米 RCA レコードからリリースされ、 最
高 57位を記録。 1975年 1月 18日付けの 『Billboard Classical 
Chart』 では 2位を記録し、 米グラミー賞 4部門にノミネートされた。

64

（1986）

Lightning Strikes 
LOUDNESS

1986年発売
ワーナーミュージック ： WPCL-10694

元レイジーの高崎晃 （g） と樋口宗孝 （ds） が中心になって結成さ
れた日本のヘヴィメタル ・ バンドで、 日本のロック ・ バンドとして初
めて海外メジャーレーベル （アトランティック） と契約したラウドネス
のアルバム。 本作の 4か月前に発表したアルバム 『Shadows Of 
War』 の US ミックス ・ ヴァージョンで、 最高 64位を記録。

67

（1977）

Holst: The Planets
Isao Tomita

1976年発売
ソニー ・ ミュージック ： SICC-30112

冨田勲のシンセサイザー音楽としての 4作目で、 「宇宙 3部作」 の
第 1作。 邦題は 『ホルスト ： 組曲 「惑星」』。 グスターヴ ・ ホルス
トの組曲 「惑星」 をシンセサイザー用に編曲・演奏したアルバムで、
最高 67位を記録。 特殊なステレオ効果も話題となり、 1977年 2
月 19日付けの 『Billboard Classical Chart』 では 1位を獲得。

69

（2009）

This Is The One 
Utada

2009年発売
ユニバーサル ・ ミュージック ： UICL-1088

宇多田ヒカルの Utada 名義での英語によるセカンド ・ アルバムで、
最高 69位を記録。 ラウドネスの 『Lightning Strikes』 以来、 23年
振りにアルバムチャート 100位内に入った 7人目の日本人アーティ
ストとなった。 米国では CD より先にデジタル配信で発売され、 ア
ルバムチャートのデジタル配信のみの売上で 178位に初登場した。

71

（1976）

The Firebird  
Isao Tomita

1976年発売
ソニー ・ ミュージック ： BVCC-37507

冨田勲のシンセサイザー音楽としての 3作目。 管弦楽用の曲をシ
ンセサイザー音楽化したアルバムで、最高 71位を記録。 邦題は『火
の鳥』。モーグ IIIに加えて、当時としては最新型のモーグ 55を導入。
日本盤のレコードジャケットは手塚治虫が手掛けた。 1976年 3月
20日付けの 『Billboard Classical Chart』 では 5位を記録。

60

（1976）

Go 
Stomu Yamash'ta

1976年発売
ユニバーサル・ミュージック：UICY-9571　【現在入手困難】

京都市出身の打楽器奏者、 作曲家、 キーボーディスト、 禅美学者
ツトム ・ ヤマシタのアルバム。 17歳で渡米し、 ジュリアード音楽院
とバークレー音楽院で学んだツトム ・ ヤマシタが、 スティーヴ ・ ウィ
ンウッドやアル・ディ・メオラ等を迎えてリリースし、最高 60位を記録。
ツトム ・ヤマシタは現在 67歳。 京都精華大学で教員を務めている。

74

（1985）

Thunder In The East
LOUDNESS

1985年発売
日本コロンビア ： COCP-35516

ラウドネスが本格的にアメリカ進出を果たしたアルバムで、 世界進
出を目指して、 全曲英語で歌うことを前提に制作され、 最高 74位
を記録。 日本では『第 27回日本レコード大賞』の「優秀アルバム賞」
を受賞。 ラウドネスは 2008年にオリジナル ・ メンバーだったドラム
の樋口宗孝が他界するが、 メンバーの交代を経て現在も活動中。

81

（1980）

Yellow Magic Orchestra
YMO

1979年発売
ソニー ・ ミュージックダイレクト ： MHCL-20102

98

（1982）

It's Alright (I See Rainbows) 
Yoko Ono

1982年発売
Rykodisc 【現在廃盤】

オノ ・ ヨーコの 6枚目のソロ ・ アルバム。 シングルカットされた 「マ
イ ・ マン」 「ネヴァー ・ セイ ・ グッドバイ」 は全米のラジオ局で流さ
れ、 アルバムは最高 98位を記録。 裏ジャケットにはゴーストとなっ
たジョンがヨーコと息子ショーンを見つめている写真を使用。 歌は賛
否両論あるが、独特のメロディも含めてオリジナリティに溢れている。

YMO（イエロー・マジック・オーケストラ）の 1978年発売のデビュー・
アルバム 『イエロー ・ マジック ・ オーケストラ』 をアメリカ市場向け
にアメリカで全曲リミックスしてリリースされ、最高 81位を記録。 ジャ
ケットのイラストはルー ・ ビーチが担当し、 “ 電線芸者 ” と称されて
話題を呼んだ。 YMO は 1983年に散開し、 1993年に再生された。
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114

（2008）

Uroboros
DIR EN GREY 

2008年発売
FIREWALL DIV. ： SFCD-0065

DIR EN GREYのメジャー7作目のアルバムで、最高114位を記録。
中東のメロディを多く取り入れたフォーク ・ メタル色の強いアルバム
で、 日本、 アメリカ、 ヨーロッパ等 17 ヶ国でリリースされ、 海外か
らも高い評価を受けた。 DIR EN GREY はアルバム制作の他、 全
国ツアーや海外公演も行う等、 現在も精力的に活動を続けている。

最高位 （年） タイトル／アーティスト

135

（2011）

Dum Spiro Spero
DIR EN GREY

2011年発売
FIREWALL DIV. ： SFCD-0097

DIR EN GREY のメジャー 8作目のアルバム。 タイトルの意味はラ
テン語の格言で 「息あるかぎり希望を捨てず」。 2011年 3月 11日
に起きた東日本大震災によりレコーディングが一時期中断され、 前
作 『Uroboros』 から 2年 9 ヶ月振りのリリースとなったが、 2作品
連続でアルバムチャート入りを果たし、 最高 135位を記録した。

141

（1986）

My Best 
Kitaro

1986年発売
Gramavision ： 79407

「Rising Sun」 「Aqua」 等、 全 11曲が収録された喜多郎のベスト・
アルバムで、 最高 141位を記録。 喜多郎は現在 61歳。 2013年
にリリースされたアルバム 『ファイナル ・ コール』 が 2014年 『第
56回グラミー賞』 にノミネート （通算 15回目） され、 2014年 2
月からはワールドツアーを実施するなど、 現在も精力的に活動中。

150

（1987）

E ・ Z ・ O
E ・ Z ・ O

1987年発売
ビクターエンタテイメント ： VICL-61595

日本のヘヴィメタル ・ バンド E ・ Z ・ O のアルバム。 E ・ Z ・ O と改
名してから初のアルバムで、 前身の FLATBACKER 時代も含める
と 3作目となるアルバム。 ゲフィン ・ レコードからアメリカ盤が発売
され、 最高 150位を記録。 E ・ Z ・ O は 1990年に解散。 解散後、
ヴォーカルの MASAKI は LOUDNESS に加入した （後に脱退）。

160

（2004）

Exodus 
Utada

2004年発売
ユニバーサル ・ ミュージック ： UICL-1046

宇多田ヒカルの Utada 名義での世界デビュー ・ アルバム。 全曲
英語詞で、 米国でシングルカットされた 「Devil Inside」 は iTunes 
Music Store で 1 位となり、 アルバムは最高 160 位を記録。 日
本でのリリースに際し、 対訳は新谷洋子が担当。 宇多田ヒカルは
2010年にアーティスト活動の無期限休止を発表し、 現在に至る。

177

（1980）

×∞ Multiplies
YMO

1980年発売
ソニー ・ ミュージックダイレクト

アメリカの A&M レコードからリリースされた YMO のアルバムで、『ソ
リッド ・ ステイト ・ サヴァイヴァー』 （1979年） と日本で既に発売さ
れていた 『増殖』 （1980年） の収録曲をまとめたベスト・アルバム。
最高 177位を記録。 アメリカ ・ 日本盤とイギリス盤では選曲が一部
異なり、 オリジナル ・アルバム 『増殖』 と間違われやすい。

182

（1970）

Yoko Ono/Plastic Ono Band 
Yoko Ono

1970年発売
Rykodisc 【現在廃盤】

オノ ・ ヨーコの初ソロ ・アルバムで、 邦題は 『プラスティック ・オノ ・
バンド （ヨーコの心）』。 ジョン ・ レノンやリンゴ ・ スターが参加し、
最高 182位を記録。 同年にリリースされたジョンのアルバム 『ジョ
ンの魂』 と姉妹アルバムと称され、 共にジャケットのデザインは同じ
で、 『ジョンの魂』 と寄りかかっている 2人の位置が逆転している。

183

（1987）

Tenku 
Kitaro

1986年発売
DIAA ： YZDI-10078

喜多郎のオリジナル ・ コレクション ・ シリーズの人気３タイトルの１
枚で、邦題は 『天空』。 ゲフィン・レコードと全世界独占契約を結び、
記念すべきアメリカ ・ デビューを飾ったアルバムで、 最高 183位を
記録。 喜多郎自身でリマスタリングを施し、 宇宙をテーマに和のテ
イストを巧みに消化したサウンド ・ワークが全米で話題となった。

159

（1990）

Kojiki 
Kitaro

1990年発売
DIAA ： YZDI-10046

喜多郎が日本の伝統神話をイメージして制作したアルバムで、 壮大
なスケールの音空間を構築することに成功し、 最高 159位を記録。
邦題は 『古事記』。 『Billboard New Age Album Chart』 では 8週
連続第 1位という大記録を打ち立て、 1990年度の 『グラミー賞』
では 「ベスト ・ ニューエイジ ・アルバム」 にノミネートされた。

185

（1996）

Peace On Earth 
Kitaro

1996年発売
DIAA ： 71014

長く愛されてきた誰もが知っている世界各国のクリスマスの歌を喜
多郎がアレンジした喜多郎唯一のクリスマス ・ アルバムで、 最高
185位を記録。 邦題も 『ピース・オン・アース』。 オーケストラとコー
ラスには子供たちによる国際平和聖歌隊が参加し、 喜多郎の世界
と融合。 『Billboard New Age Album Chart』 では４位を記録。

187

（2014）

BABYMETAL 
BABYMETAL

2014年発売
トイズファクトリー ： TFCC-86461

190

（1987）

Hurricane Eyes 
LOUDNESS

1987年発売
ワーナーミュージック ： WPCL-10697 

ラウドネスの通算 7枚目、 アメリカ進出後 3枚目のアルバム。 プロ
デューサーにジミ ・ ヘンドリックスやレッド ・ ツェッペリンのアルバム
を手掛けたエディ ・ クレイマーを迎え、 最高 190位を記録。 後に日
本語で再録され曲順、 ギターソロ、 ミックスが変更された日本盤が
リリースされた。 ラウドネスの最高傑作とも言われるアルバム。

199

（1995）

An Enchanted Evening 
Kitaro

1995年発売
DIAA ： 71005

全世界の評価を不動のものとした 1994年発売のアルバム 『マンダ
ラ』 をリリース後、 1994~1995年にかけて行なわれたワールド ・ ツ
アーから編集された喜多郎のライブ盤で、 最高 199位を記録。 邦
題は 『天空の響き』。 『Billboard New Age Album Chart』 では 4
位を記録。 同名のライヴ・ビデオは 『グラミー賞』にノミネートされた。

2010年に “ アイドルとメタルの融合 ” をテーマに結成されたアイド
ルグループ、 ヴォーカル & ダンスユニット BABYMETAL （ベビーメ
タル） のファースト ・ アルバムで、 最高 187位を記録。 『Billboard 
Hard Rock Album Chart』 で は 12 位、 『Billboard World Album 
Chart』 では 2位を記録するなど、 6部門にランクインした。
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★番外編～伝説のベーシスト“Tetsu Yamauchi”
　日本のバンドではないので上記のランキングからは割愛させてもらったが、 ひとり忘れてはならない日本人アーティスト

がいる。 1972年に再結成したイギリスのロック ・ バンド “ フリー ” にアンディ ・ フレイザーの後任ベーシストとして加入し

た山内テツだ。 1973年に発売されたフリーのアルバム『Heartbreaker』はその山内テツがベースを弾いており、ビルボー

ドのアルバムチャートで最高 47位を記録。 山内テツはその後、 ロニー ・ レーンの後任として、 ロッド ・ スチュワートやロ

ン ・ウッドが在籍した “ フェイセズ ”にも加入。 これがどれだけ凄いことか！　正に日本が誇る伝説のベーシストだ。

★ピンク・レディーの全米進出

　1979年に全米進出を果たしたピンク・レディーは、当時の CBS の人気 TV 番組 『レイフ・ギャレット・ショー』 に出演し、

同年に発売された英語盤シングル 「Kiss In The Dark」 は、 1979年 8月の全米シングルチャートで最高 37位にランク

され、坂本九以来の Top 40入りを果たした。 そして、1980年 2月 29日から NBC で夜 8時からレギュラー番組 『Pink 
Lady Show』 を持つという快挙を果たした。 残念ながら、視聴率が伸びずに僅か 5回だけの放送で打ち切りとなったが、

日本人アーティストの底力を見せつけてくれた。

★謎の日本人アーティスト “YUTAKA”

　1981年 8月の全米シングルチャートで　「Love Light」 という曲で最高 81位にランクインした YUTAKA という当時無

名の日本人アーティストがいた。 その正体は、 横倉裕という日本人歌手、 キーボーディスト、 琴奏者、 コンポーザー、

アレンジャー、プロデューサーで、YUTAKA の名前で GRP レコードと日本人として初めて契約したミュージシャンだった。

日本で “NOVO” というバンドのメンバーとして活動後、セルジオ・メンデスに憧れて渡米し、セルジオ・メンデスやデイヴ・

グルーシンに師事したとされる。 「Love Light」 が突然全米シングルチャートにランクインされた理由としては、 この曲が

パティ・オースチンとのデュエットだったからと言われている。 この YUTAKA こと、横倉裕は 2006年以降はカルロス・“ ユ

タカ ” ・ デル ・ ロザイオという名前でセルジオ ・ メンデスのバック ・ ミュージシャンとして活動し、 現在もアメリカ西海岸で

音楽関連の仕事をしているそうだ。

★ラテンチャートと日本人アーティスト

　全米アルバムチャートにはランクインされていないが、 日本のサルサバンド、 オルケスタ ・ デ ・ ラ ・ ルスが 1990年に

発売したアルバム『De La Luz』は、大評判だったマジソン・スクエア・ガーデンでのライヴの影響も受け、同年の『Billboard 
Latin Chart』 で 11週間に渡って 1位を獲得した。 その後、 オルケスタ ・ デ ・ ラ ・ ルスは中南米を中心に世界 22 ヵ国

を回り、『国連平和賞』 を受賞。 1993年に発表した 4枚目のアルバム 『La Aventura』 はグラミー賞にノミネートされた。

★ダンスチャートと日本人アーティスト

　『Billboard』 チャートには 『Dance Chart』 も存在し、その中の 「Club Play Chart」 という部門で、1993年に元レベッ

カの NOKKO の 「I Will Catch U」 が 11位を記録。 1998年にはダット ・ オヴンというユニットが 「ChelseaPress2」 と

いう曲で、 「Club Play Chart」 で１位を獲得。 2000年の 「Club Play Chart」 では、 ハウス系のプロデューサーズ ・ユ

ニット “GTS” の 「Share My Joy」 が最高 5位を記録。 また、 同年 12月 3日付 「Club Play Chart」 の 11位にラン

クインしたのは、 当時テレビ東京の人気番組だった 『ASAYAN』 の企画から誕生した小林幸恵こと、 ニッキー・モンロー

の 「Sukiyaki」。 その他、 2001年には倖田來未の 「Take Back」 が 『Dance Chart』 の 「Single Sales Chart」 で、

最高 8位を記録し、 次作 「Trust Your Love」 は同 「Single Sales Chart」 で 1位を獲得した。

★ジャズチャートと日本人アーティスト

　ジャズ ・ シーンでは、 松居慶子の 1996 年発売のアルバム 『Dream Walk』 が 『Billboard Contemporary Jazz 
Chart』 で最高 3位を記録し、 同チャートに 1年 3 ヶ月に渡り 20位以内に留まるという快挙を成し遂げ、 1998年発売

のアルバム 『Full Moon And The Shrine』 は 『Billboard Contemporary Jazz Chart』 で最高 2位を記録。 そして、

2001年発売のアルバム 『Deep Blue』 は 『Billboard Contemporary Jazz Chart』 で日本人初となる 1位を獲得した。

また、 松居慶子はスムース ・ ジャズのピアニストとして、 2000年、 2001年と 2年連続して 『全米スムース ・ ジャズ大

賞』 の 「最優秀女性アーティスト賞」 にも輝いている。 近年では、 由紀さおりがピンク ・ マルディーニとコラボした 2011
年発売のアルバム 『1969』 がアメリカで 1位を獲得し、大ヒットしたというニュースが話題となったが、全米アルバムチャー

トでは圏外。『Billboard Contemporary Jazz Char』で最高5位。1位を記録したのは『iTunes Jazz Album Chart』だった。

　最後に、『Billboard』 チャートが全てではないが、これまで 『Billboard』 チャートにランクインした日本人アーティストたち、

そして、 その作品に敬意を表しながら、 そう遠くはない未来に全米アルバムチャートの 『Billboard 200』 や、 全米シン

グルチャートの 『Billboard Hot 100』 を席巻するような日本人アーティストたちや日本人アーティストたちの名曲、 名盤

がジャンルを超えて続々と登場することに期待したい。


